
　「検温お願いします！」いつも決まって9時過
ぎにやってくる彼と彼。1日2回の「念のための
検温」の時間だ。「36度4分。ああ、今日はいい
調子だな。快調快調。顔色もいいし、機嫌もよし。」
担任の先生と笑顔で教室に帰って行った。�
　子どもたちの朝の健康観察は、私たち教員に
とって何よりも大切な教育活動の一つである。
特に養護学校に通う子どもたちに対する健康
観察は、よりていねいに、より客観的に、より継
続的に行わなければならない。それは、自分の
体調を自分できちんと伝えることが苦手な子ど
もたちが多いからである。�
　「いつもと様子が違うぞ。」「朝から落ち着か
ないんだけど、体調が悪いのかなあ・・・」「食欲
がないんだけど・・・」と、担任は子どもたちのちょ
っとした変化を見逃さずに、子どもたちと一緒に
保健室へやって来る。常に「念のための検温」
をしたり、昨日からの生活を振り返ったりして不
調の原因を考える。このため、本校の保健日誌
の傷病記録は、ほぼ半分が「念のための検温」
の記録である。�
　子どもたち一人ひとりに寄り添った体調管理。
養護教諭にはこれを入学から卒業までの10数
年間担うという大切な役割がある。担任が数年
間で変わったとしても、子どもの健康状態は養
護教諭が常に見守り続けている。�
　保健室には、あの先生がいるから、安心して
登校させられる。そんな声が聞こえてくるような
養護教諭をこれからもめざしていきたい。�

新しい入学者選抜制度―特色選抜―が始まります！�
平成19年度の入学者選抜から、全日制課程では、従来からある中学校長の推薦
が必要な『推薦選抜』に加えて、中学校長の推薦を必要としない『自己推薦選抜』
を行います。（この二つの選抜制度をあわせて『特色選抜』と呼びます。）�

いっしょに文化事業に取り組もう！～香川県文化ボランティアを募集します！～�
県立文化施設5館で、平成19年度『文化ボランティア』を募集します。各施設の文化事業やボランティア活
動に興味のある方、ぜひご応募ください。�

第61回 香川丸亀ハーフマラソン大会　参加者募集�
県内唯一の公認マラソンコースで行われる「香川丸亀ハーフマラソン」。これまで、高橋尚子選手や野口み
ずき選手など国内外のトップアスリートをはじめ、子どもからお年寄りまで多数のランナーが早春の讃岐路を駆
け抜けました。 新記録への挑戦や健康づくりなど、自分に合った走りを楽しんでください！�

　　　　18歳以上で、各文化施設において活動が可能な方。�
　　　　（面接や研修を受けていただく施設もあります。）�
　　　　平成19年2月1日（木）～3月9日（金）�
　　　　募集期間中に、各文化施設あて所定の申込書を提出してください。�
　　　　申込用紙は、各文化施設や図書館等で1月下旬から配付します。�
　　　　①活動内容や研修内容について　　各文化施設のボランティア担当�
　　　　②文化ボランティア全般について　　香川県教育委員会事務局文化行政課「文化ボランティア担当」�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  TEL 087-832-3785 / FAX 087-861-9655

特色選抜願書受付�

特色選抜検査、面接等�

特色選抜合格者発表�

�

入学願書受付�

志願変更受付�

学力検査�

適性検査、面接�

合格者発表�

�

定時制別日程募集・第2次募集願書受付�

定時制別日程募集・第2次募集基礎学力検査、面接�

定時制別日程募集・第2次募集合格者発表�

2月1日（木）9時～2日（金）正午�

2月6日（火）�

2月13日（火）9時�

�

2月14日（水）9時～16日（金）正午�

2月20日（火）9時～22日（木）正午�

3月8日（木）�

3月9日（金）�

3月19日（月）9時�

�

�

3月28日（水）�

3月30日（金）9時�

平成19年度公立高等学校入学者選抜日程�

自己推薦選抜を実施する10校�

特色選抜（全日制）�

一般選抜（全日制及び定時制）�

別日程募集・第2次募集（定時制）�

出願手続きなど具体的な内容については、�
県教育委員会事務局高校教育課　TEL 087（832）3750　までお問い合わせください。�

●大会に関するお問い合わせ先　香川丸亀ハーフマラソン大会事務局�
〒763-0053 香川県丸亀市金倉町924-1 丸亀市民体育館内　TEL 0877-24-6274

●エントリーに関するお問い合わせ及びパンフレットの請求先　香川丸亀ハーフマラソンエントリーセンター�
〒152-0011 東京都目黒区原町1-31-9　TEL 03-3714-7924（平日／10:00～17:00　12/27（水）～1/8（月）を除く）�

施設名� 活動内容�

平成17年7月に食育基本法が施行され、平成
18年3月には国の食育推進基本計画が示され
ました。香川県でも食育を総合的に推進するた
め、現在、県の食育基本計画を作成中です。�

三豊市立詫間中学校に今年4月から栄養教諭が配置されました。�

ピカピカの栄養教諭 大矢美智子先生を中心に、学校における食に関する年間指導計画のもと、学校給食の時間や各教

科、総合的な学習の時間の中で、家庭や地域とも連携しながら、学校教育活動全体を通した食の指導を推進しています。�

　1948年（昭和23年）12月10日に国際連合総会で「世界人権宣言」が採択さ

れたことから、この日を記念して「人権デー」が制定されました。わが国でも毎年こ

の時期に、人権に関する様々な取り組みが行われています。�

　日々の生活の中で、人権をどのようにとらえていますか。お互いの人権を尊重し

合えているでしょうか。この機会に、改めて様々な人権問題を見つめ直し、関心を

持ってみてください。�

●児童・生徒と高齢者や障害のある方たちの交流活動を行うなど、様々な人権課題について学んでいます。そして、人
権に関して学んだことを校内で発表したり、地域に発信しています。�

●児童・生徒が、アイマスクを付けて視覚障害者の苦労を擬似的に体験するなど、人権感覚を高める上で効果的な「参
加体験型学習」の手法を取り入れた人権学習を行っています。　�

●教職員は、人権や人権問題についての研修会等に参加するなど、児童・生徒への指導力の向上に努めています。�

3月22日（木）9時～26日（月）正午�
ただし、3月24日（土）、3月25日（日）は除く。�
�

●三本松高校（普通科・国際コミュニケーション類型・理数科）　●津田高校（普通科）�
●高松東高校（普通科）　●高松南高校（普通科）　●高松北高校（普通科）�
●香川中央高校（普通科・国際類型）　●丸亀城西高校（普通科）�
●琴平高校（普通科）　●高瀬高校（普通科）　●観音寺第一高校（理数科）�

　5、6年前から、中学生や高校生・大学生が、職
場体験学習で図書館にやってくるようになりました。
図書館に興味のある人や将来、司書になりたい
人に図書館業務を体験してもらっています。本を
番号順に並べ直したり、新聞記事を切り抜いたり。
また、カウンターで来館者を相手に貸出や返却業
務もしてもらっています。「図書館は楽な職場だ
と思っていたけれど疲れた。」「カウンターでの仕
事が楽しかった。」という感想が多く、実際に体
験してみて初めて分かることが多いようです。しか
し、『気になる仕事』をすべて体験する訳にはい
かないですね。�
　そこで、参考にしてもらいたい本がたくさんあり
ます。体験学習の一環として読んでみませんか？
小学生におすすめしたいのは、全5巻の「仕事の
図鑑」（あかね書房）。150の仕事を、写真とイン
タビューで分かりやすく紹介しています。中学生
以上の、将来の職業を考えるようになった人には
「14歳からの仕事道」（理論社）。「やりたいこと
がないのは不幸なことではない」という文から始ま
り、考え方のヒントを与えてくれます。もう少し具体
的にどうしたらいいか考えるようになった高校生
以上には、「働くって何だ」（岩波書店）。インタ
ーンシップの実践法も載っています。調べたい職
業が決まったら、「なるにはｂｏｏｋｓ」シリーズ（ぺり
かん社）を。このシリーズの中には「お笑いタレン
トになるには」という1
冊もあり、バラエティ
に富んでいます。これ
らの本は大人が読ん
でも勉強になります。
お子さんと一緒に、ぜ
ひ手に取ってみてくだ
さい。お子さんの将来
の鍵が見つかるかもし
れませんよ。�

本の中から「将来の鍵」を見つけよう！�

資   格�

募集期間�

応募方法�

問合せ先�

　　　　2007年2月4日（日）�
　　　　香川県立丸亀競技場付設マラソンコース（国際マラソン・ロードレース協会公認、日本陸上競技連盟公認コース）�

　　　　（保険料を含む）一般…3,000円／高校生…2,000円／小・中学生…1,000円�

期　日�

コース�

参加料�

種目と参加資格�

申込方法、支払方法�
及び申込締切�

▲勾玉づくりを指導する文化ボランティア�
　（埋蔵文化財センター）�

「みんなで考える人権のつどい」での発表� 車いすの体験�

香川県文化会館　　　　　　   　　  TEL 087-831-1806�
香川県立東山魁夷せとうち美術館　　TEL 0877-44-1333�
香川県歴史博物館　　　　　   　　  TEL 087-822-0002�
瀬戸内海歴史民俗資料館　　   　　  TEL 087-881-4707�
香川県埋蔵文化財センター　　　　   TEL 0877-48-2191

来館者への展示解説・案内、資料整理、広報活動�
広報活動�
来館者への展示解説・案内、教育普及事業の運営補助 など�
来館者への展示案内、資料整理の補助 など�
発掘調査等のビデオ・写真撮影、普及啓発活動の補助 など�

申込方法� 支払方法� 申込締切�

インターネット・携帯サイト�
電話�
郵便振替用紙�

http://www.runnet.jp/�
0570-008846�
最寄りの郵便局�

コンビニ・クレジットカード�
口座引落し�
申込みと支払いが同時にできます�
�

1月19日（金）�
1月26日（金）�
1月19日（金）�

部　門� 参加資格（制限時間）�
ハーフマラソン登記・登録男女�
ハーフマラソン一般男女�
5km　一般男女�
5km　高校生男女�
3km　一般・高校生男女�
3km　中学生男女�
1km　小学生男女�

大会当日18歳以上（高校生を除く）の方（150分）�
大会当日18歳以上（高校生を除く）の方（150分）�
大会当日18歳以上（高校生を除く）の方（35分）�
高校生（35分）�
一般・高校生（20分）�
中学生（20分）�
小学校5･6年生�

栄養教諭を中心に、�
食育の推進に取り組んでいます!!

● 授業・給食での指導 ●� ● 体験活動を通した指導 ●� 子どもの野菜摂取量が不足しています！ 

県内の児童生徒の野菜摂取充足率�

児童生徒の食生活等実態調査（平成16年6月実施）から�

保健体育の授業。教科担任と連携して、栄養教
諭の専門性を生かした指導をしています。�

学校では、食物の生産や調理などの体験活動を通した食の指導を行
っています。また、給食では郷土料理や地場産物の活用を進めていま
す。家庭でも、子どもたちが積極的に「食」の体験ができる場面を作
ってみましょう！�

●子どもと一緒に料理を作り、素材の味を生かし
た本物のおいしさを体験させよう！�
●毎日の食材はどうやって食卓に届くかなどを話
し合い、命や環境の大切さに気づかせよう！�

昨年植え付けたタマ
ネギをみんなで収穫�

今年は6月に大豆の種まきをしました。7月には、大きく育つように
間引き作業をし、11月に収穫しました。もうすぐ豆腐を作ります。�

タマネギがおいしい
ミートソースになって
給食に登場。�

栄養教諭による給食の時間の指導。学校給食を
「生きた教材」として活用しています。 

※充足率は、日本人の栄養摂取量ー食事摂取基準ーに対応した食品群別摂取目標量（食品
構成）を基に算出 �

子どもたちの野菜の摂取量が少なくなっています。特に給食のない日は、
小学生、中学生とも約50％しか摂取できておらず、深刻な状況です。1日
の目標量は小学生で290ｇ、中学生で300ｇ。もっと野菜を食べましょう！�
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県立香川東部養護学校 養護教諭 松原初美�

県立図書館 司書 竹林暁子�

志願希望�
推薦書等�
提出�

高等学校�中学校長�

審査・推薦者の決定�

推薦選抜�

理数科を除く専門学科、�
総合学科16校�

自己PR書等�
提出�

高等学校�中学校長�

受検生�

受検生�

自己推薦選抜�

普通科、�
理数科10校�

特
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�

　校内で見かける黄色いジャンパー姿の大人たち。

校内をパトロールする方、木の剪定や清掃作業を行う方。ここ、観音寺市立常磐

小学校では、地域のボランティアが学校内のサポーターとして活躍しています。�

　全国的に多発する子どもを狙った事件をきっかけに、地域住民の間で子どもの

安全のために何かしなければとの機運が高まりました。そして今年2月、60歳～70

歳の住民を中心に約160名が「常磐地区学校等運営協力会」を設立しました。活

動内容は、会員が当番制で校内での監視活動や登下校時における通学路の巡

回に当たるというもの。4月から活動を開始し、毎日会員2名が制服である黄色いジ

ャンバーやＴシャツを着用して、空き教室を利用した詰所での監視活動や校内パトロールなどを

行っています。子どもたちは、その姿から「イエロー隊」の愛称で呼ぶようになりました。�

　5月には、常磐小学校、観音寺警察署の3者でサポート協定を締結し、不審者情報を共有する

など、活動の充実が図られました。�

　「高齢者は、『地域のために何かできることはないか』との思いを強く持っています。」イエロー

隊の代表世話人・石川義行氏は語ります。「子どもの安全安心づくりに限らず、会員各自の自覚

と責任で、無理をせずに出来ることをしてもらっています。」この方針のため、作業内容はどんどん

広がっていきました。校内の清掃や植木の剪定、さらには運動場の整備や補修まで。また、校外

学習や将棋・生け花・茶道のクラブ活動での先生役も務めています。�

　こうした活動の中で「生きがい」を感じている会員も多くいます。ややもすれば、家の中に閉じ

こもりがちになる高齢者にとって、子どもとのふれあいや地域のために活躍できる場を持つことで、

心身ともに満足感が得られるなど、イエロー隊の活動が思わぬ効果をもたらしています。�

　石川氏は「今後は、子どもたちとの交流をさらに深めながら、一緒に地域全体へと活動の場を

広げていきたいと思います。和気あいあいの地域にしたいですね。」と抱負を語ってくれました。�

　岡根淳二校長に学校側の感想をお聞きしました。「地域の方々には本当に感謝しています。

ただ、今は学校側がイエロー隊からしていただ

いてばかりの状況です。この感謝の心をどう伝

えていけるかが学校側の課題だと思います。「子

ども・保護者・学校」とイエロー隊を中心とした「地

域住民」。両者がお互いを思う心のキャッチボ

ールを続けていけば、きっと『地域の学校』とし

ての、一つのモデルづくりに繋がるなるのではないでしょうか。」�

　現在、地域社会の人間関係の希薄化が強く指摘されています。学校を舞台

に始まったこの取り組みが、温かい地域社会の再生にまで発展することを目指し

て、イエロー隊と学校の連携づくりがさらに進みます。�

（左）イエロー隊・石川代表世話人、（右）岡根校長�

クラブ活動（茶道）での指導風景�

空き教室を利用した監視活動�

校外学習「町の探検」での説明�

古くなった遊具の撤去� 樹木の枝打ち�

朝
食
の
大
切
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
ね
。�

毎
朝
き
ち
ん
と
食
べ
よ
う
ね
！ 
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生
産
者
が
大
切
に
育
て
た�

　
い
ち
じ
く
を
使
っ
て�

　
　
　
ジ
ャ
ム
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。�

おいし～い！�

大きくなるのが楽
しみ！�

※申込方法により参加料の�
　ほかに手数料が必要です。�


